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都市鉱山メダル これまでの流れ
• 2013.9.7東京オリンピック決定

• 2015.3.31 エコマテリアル・フォーラム Ecolympic提言

• 2015.5.15 一関・大館・八戸三市小型家電リサイクルからのメダル作
成提案

• 2015.6.10 同 組織委員会へ申し入れ

• 2015.7.27 Ecolympicシンポジウム

• 2015.11.20 一関・大館・八戸三市と原田面談

• 2016.1.8 貴金属シンポにて「都市鉱山メダル」ポスター発表

• 2016.1.11 八戸、大館、一関の三市提案「2020年東京オリンピック・
パラリンピックのメダルに回収金属を活用することについての提案」の
フィージビリティに関する調査報告

• 2016.1.31 JOC「東京2020アクション＆レガシープラン2016」に都市鉱
山メダルの検討がうたい込まれる

• 2016.3.31 アステック入江で都市鉱山金メダル試作

• 2016.5.6 早稲田大環境ロドリゲスも参加



東京オリンピックをECOlympicに
2015年2月

• 循環型社会20年
リサイクルベースの素材利用率90%
リユースシステムの徹底利用
発生廃棄物量の削減

Tokyoでmottainaiに参加しよう

• 脱炭素社会元年
水素エネルギーシステムの利用
再生可能エネルギーの活用
徹底した省エネルギー エネルギーもMottainai

• 自然共生社会200万年

生態系との調和
天然素材の活用
心温まる関連イベント
自然と調和したOmotenashi



シンポジウム 東京オリンピックをEcolympicに
2015年7月27日 日比谷コンベンションホール

近日web登録up予定 http://ecomaterial.org/emfblgs/blog/category/symposium/

10:30 -1045 挨拶 エコマテリアル・フォーラム 会長

10:45-1100「日本のエコマテリアルを世界に –エコマテリアルの到達点--」 フォーラム幹事

11:00-12:00 第一部

• 「オリンピックのインフラ整備にエコスラグの利用を」(仮題) 日本産業機械工業会 水田氏

• 「再生コンクリートで持続可能な都市づくり」(仮題) 宮城大学 北辻教授

• 「間伐材が持続可能東京の建設を支える」(仮題) 日本合板工業組合連合会 川喜多氏

• 「スクラップ原料で大会使用エコモービルを」(仮題) 東京製鉄 伊藤氏

1300-1500 第二部

• 「エコーリンピックへの期待」 日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会 大石美奈子理事

• 「東京オリンピックをクールジャパンの祭典に」(仮題) イトーキ 末宗氏

• 「世界展開を目指すNECのバイオマテリアル」 NEC 位地氏

• 「社会を支える富士通のグリーンICT」 富士通 朽網氏

• 「グリーン購入と東京オリンピック」 (仮題) グリーン購入ネットワーク 深津氏

• ワンスライド・ショートプレゼンテーション 企業からの提案 「こんな製品を東京オリンピックに」 (公募予定)

• ワンスライド・ショートプレゼンテーション 市民からの提案 「こんなとりくみを東京オリンピックに」 (公募予定)

1510-1655 第三部

• 「ビッグイベントのLCA」 (仮題) 都市大 伊坪教授 (調整中)

• 「グローバルエシックスと東京オリンピック」 (仮題) 日本エシカル推進協議会 中原教授 (調整中)

• 「ロンドンオリンピックの経験と実績」(仮題) インテージ前浜氏





都市鉱山メダル これまでの流れII
• 2016.7.10 JETROオリパラ公募プロジェクトに「みんなでメダルを!」プロジェクト提案

(不採択)

• 2016.7.13 インターネット署名開始

• 2016.8.1 署名促進カード作成頒布

• 2016.8.17 鉄鋼新聞「都市鉱山メダル」報道

• 2016.8.18 毎日新聞「都市鉱山メダル」報道

• 2016.8.19 日経産業、日刊工業、毎日
フジテレビ「みんなのテレビ」で報道

• 2016.8.22 テレビ東京ワールドビジネスサテライト 報道

• 2016.8.25, 27 TBS びびっと、ニュースキャスターで報道

• 2016.9.30 都市鉱山メダルマーク、帽子作成

• 2016.10.8-10東京タワー 環境キッズイベントに出店

• 2016.10.13 インターネット署名 1万を突破

• 2016.10.15 早稲田地域イベントに環境ロドリゲス都市鉱山メダル訴え

• 2016.10.21 「都市鉱山メダル連携促進委員会」発足 (大府市)

• 2016.11.9 JOCが「みんなでつくるエコメダルプロジェクト」(仮称)決定

• 2017.1下旬～2上旬 JOC 「みんなでつくる…プロジェクト」パートナー事業者決定

• 2017.4.1  都市鉱山からつくる みんなのメダルプロジェクト稼働















11.11 都市鉱山メダル帽子の折り紙発注

11.15 日本鉱業協会と打ち合わせ、 含有率100%以外のアプローチの検討開始

11.21 日本環境設計訪問 都市鉱山メダルの会参加要請 (NTTと相談) 小宮山サステイナビリティ・街づくり委員会主査に賛同要請文書

循環経済新聞にメダル記事、その際、リサイクル寄与率100%の記事化依頼

11.22 日本環境循環システム訪問 トレーサビリティ・ソフトの打診 リーテムにて打ち合わせ、パートナー企業募集への対応

11.24 三菱マテリアル訪問、 非含有率100%での可能性を打診 (12.01 12.09に三菱マテリアルがそれぞれリーテム、スズトクと面談)

11.29 アステック入江訪問、北九州市同席、 日本磁力選鉱に都市鉱山メダルの会への参加要請 (NTTサイドとして拒否)

12.01 全リサイクル認定事業者に参加の意思を問うアンケートをsusdiから発信 (40/64回答)

12.02 スズトク訪問、メダル事業パートナー参加要請 (OK)

12.06 田中貴金属訪問 都市鉱山メダルの会への参加要請 個人的了解

12.08 トヨタ通商と自動車リサイクルの参加の可能性について打ち合わせ 小宮山先生に都市鉱山メダルの会の趣旨説明、パートナー
二本立てを要請

12.10 DOWAへの上位コンタクトルート発掘 買い取り寄付提案 リーテム、リネット、スズトクへの調整

12.12 寄付とりやめ、元の枠組みに スズトク、リーテム、リネット、三菱、三井会議 パートナー応募枠組み決定

事業者で提案書作成にかかる 提供率(寄与率)100% と ポジティブ・トレーサビリティの論理武装

12.14 V社よりsusdiのメダル関係の活動に対する支援資金提案

12.16   パートナー事業者提案まとめ 提出

12.27 V社と支援の可能性打ち合わせ

12.28 パートナー事業者提案ヒアリング準備打ち合わせ

1.8 「都市鉱山メダルの会」発会のつどい 賛同者 300名出席者 70名

1.10 スズトク、リネット、リーテム、三井、三菱、環境省でヒアリング準備

提供率100%に加えて 利用率100% (ゼロエミッション) メタダル作成打ち出し

1.13 ヒアリング

(ここから、提案者に情報の秘匿が厳しく要求され、動きが入らなくなる)

(環境省外郭団体 日本環境衛生センターがリサイクル3社をまとめたかたちに)

1.26 twitterに「都市鉱山メダルの会」の偽物。内部情報を流す。

1.28 組織委員会理事会で、NTT、日本環境衛生センターの二者をパートナー企業として採用が決定。 二本足の着地は成功。



2- メダルおよび賞状

• 2.2-メダルは、少なくとも直径60ミリ、厚さ3ミリでなければならない。1位
および2位のメダルは銀製で、少なくとも純度1000分の925であるもので
なければならない。また、1位のメダルは少なくとも6グラムの純金で金
張り（またはメッキ）がほどこされていなければならない。

• 2.3-すべてのメダルおよび賞状のデザインは、OCOGがIOC理事会に提
出して、事前に文書による承認を得なければならない。



バンクーバー(冬季) ロンドン リオデジャネイロ

金 リサイクル含有
(1.11%)

水銀などを使わない持
続可能な採掘の天然鉱
山から寄付

水銀などを使わない持
続可能な採掘の天然鉱
山

銀 リサイクル含有
(0.12%)

言及なし 30%リサイクル

銅 リサイクル含有
(1.52%)

ブロンズの亜鉛の一部
にリサイクル

30%リサイクル



東京2020組織委員会、環境省、日本環境衛生センター、NTTドコモ、東京都

Toshi-kouzan.jp



これが我が家のMy都市鉱山







1-3
日本には資源ないてない

と思ってた
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国内再資源化量

2014 2025

リサイク
ル(t)

全生産
(t)

% リサイク
ル(t)

全生産
(t)

%

金 29.2 106.8 27.3% 31.7 113.8 27.8%

銀 731 1803 40.5% 817 1967 41.5%

銅 254000 1538000 16.5% 253000 1509000 16.8%

鉛 114000 200000 57.0%

亜鉛 125000 589000 21.2%

鉱業協会調べ





都市鉱山メダルの意義

•希少な金の天然資源を守ることができる

•採掘に伴う環境への負担を軽減できる

•金といっしょに使われている物質による環境汚染
を防ぐことができる

日本の金の用
途の半分は
電子機器





https://www.eea.europa.eu/signals/signals-2014/articles/the-economy-resource-efficient-green





アフリカのE-waste  (Electric 廃棄物) 問題



使用済み製品から使えるところだけ貪り食って、
残りはe-wasteとして食い散らかす

鴉食リサイクル(yashi -recycle)

e-waste

リユース名目で
集めて

いいとこどり

くいちらかし

海外の、目の
届かないところで





https://www.hrw.org/ja/news/2015/09/30/281785

http://www.nimd.go.jp/kenkyu/review/h14/h14_mercury_analysis_review.html

資源端重量が大きいと、インフォーマルな採取による環境破壊も起きやすい



有史以来使った金の量は
オリンピックのプール一杯半強

富士山ひとつぶん
100,000,000,000ton
100ギガ トン

Au

そのために掘った資源の量

消費端量 資源端量





39

http://www.akita-ecotown.com/english/kinzoku_re.html

http://www.seppo.net/cartoons/displayimage.php?pid=677

うしろに背負っているので エコロジカル・リュックサック

日本語だと、環境背後霊?



金銀銅の資源端には
大きな環境背後霊が隠れている

金 10kg

銀 1.2ton

銅 0.8ton

鉄 1ton

11,000ton 57,600ton

8ton

40

286ton

95.1g
47.8ton



A view of an artisenal gold mine, seen from a hill just outside the eastern Congolese town 
of Kamituga, a mining town 180 km (112 miles) south west of Bukavu, January 18, 2006.



http://www.circleofblue.org/2012/world/global-gold-rush-the-price-of-mining-pursuits-on-
water-supply/



図2 私たちの豊かさのうしろいは、大きな環境背後霊がいる

6

95.1g

47.8ton
1600ton

天然資源採掘の
環境背後霊

不法投棄されたら
生まれる
環境背後霊

地球をこわされて怒りだした

テラのサウルス
使ったものを捨て散らかす

ステテコゥサウルス





都市鉱山メダルbeyond 2020

国体、市民イベントなどへの
カスタムメイドのメダル



2020へ そして その先へ
• MOTTAINAI の精神

自然が私たちに与えてくれたものを大切に、何度でも、徹底的に

• 天然資源の大量採取による環境・生物多様性破壊の防止
大切に使うものは自然にも大切に生まれてほしい

• 廃電子電気機器の不適正処理によるE-wasteの防止
思い出のあるモノがどこかで環境を壊すなんていやだ

• リサイクルを通じた地域の産業活性化、多様な雇用の創出
モノだけでなくヒトのネットワークも

みんなで都市鉱山メダルを定着させよう



20151202
http://ec.europa.eu/environment/circular-economy/index_en.htm



Fe consumption / capita v.s. GDP/ capita from 1994 to 2014

Exporting 
countries

Consuming 
countries

Developed
level

$10,000 /capita

Consumption/capt. reaches developed level when GDP capt. reaches $10,000   



World average 
GDP/capt. has 
run up $10,000

GDP/capt. of all countries 
will run up $10,000 by 2100



Following 
countries,
cannot be 
estimate

Consumption 
prediction 

with 
concerning 

only  
prepotent
countries

Every country 
reaches 

developed 
level of 

consumption 
per capita

metal Fe Cu Co

Consumption/year
at 10Gperson world

4.5Gton/year 90Mt/year 224kt/year

Reserve 87Gton 700Mt 7.2Mt

c

c

Rough forecast gets to be simpler,  
(population) x (developed consumption level)

?

?



Much more times of resources will be required by 2100.

Estimated demand up to 2100 v.s. current reserve amount

0.125

0.25

0.5
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Li Mg Al

V  Mn Fe Co Ni Cu Zn Nb Mo Ag In Sn Sb

REE

Ta W  Re Pt Au Pb Bi



2012 2100 2012 2100 2012 2100

1.34Gt

4.49Gt

20Mt

90Mt

103kt

224kt

Fe
257Gt

Cu
4.84Gt

Co
14.4Mt

6Mt
0.2Gt

98%

81%

73%

Should be 
supplied by 
recycling

Accumulated 
consumption

Suppliable
with 

natural 
reserve

7.2Mt

700Mt

87Gt

The circulation society must 
be promoted from right now.

Estimated accumulated consumptions till 2100 
with simple assumption of linear growth







2100年の世界
•化石燃料と鉱物資源はほとんど天然由来はゼロ

人間活
動圏

地球環境圏

鉱物資源

化石燃料

バイオマス

水
廃棄物







低炭素はEcodesignの大きな
要素

耐久性、長寿命を重視

有害物質規制もEcodesignの
範疇



ACHIEVING A CIRCULAR ECONOMY

U.S. Chamber of Commerce Foundation,
Supported by CCC’s Circular Economy Network

use

narketing

manufacturing

E0L
treatment

Raw material
Product
design

スタート

Durability becomes the greatest
Keyword of Ecodesign



Catapillar社のremanufacturing





循環型社会(3R)とCircular Economy(CE)の違い

3R CE

目的 最終処分の減量
(アウトプット)

残存価値(retained value)の
活用

利得 社会の経済外負担の軽減 多資源消費大規模製造とは異な
る新規の投資対象の形成

主な手段 再資源化 使用済み製品の高度多様再利用

使用済製品 再資源化の対象 使うべき対象

主な主体 リサイクラー、製造業の環境
担当

使用サービス提供者、中小の製
品化業





良質のものを集めて
優れたものをつくる

どこででもできる
そこそこのものを
安く、早く提供する

成熟した欧米型消費構造

「世界の工場」
新興市場を意識

成熟市場の土俵を変える

「優れたもの」とは「機能」だけではなく
「持続可能性」

その付加価値をひきだす



Different circulation society of EU/Africa from JP/Asia

Developing
countries
Consume

EU
consume

Recycle
maijor

Formal
recycler

prvder

prvder

Produce

Various circulation business

⇐material tax
⇐harmful substance free

as EPR

Producec

JP
consume

Recycler

Japanese circulation society

Business chance in circulation from view point of sustainable consumption

EU’s Circular Economy

Share of roles to decrease waste

Asian
Consume

Semi 
Formal
recycler

Primary or
Second
hand

Producer

materials

Second 
hands

E-waste



E-waste の発生構造

EoL

回収業

高価値
化追求

部品リユー
ス

回収業

中古再
生業

セコハン
トレード

材料リ
サイクル

放棄

利用不
可品

E-waste

消費 放棄

利用不
可品

部品リユー
ス

材料リ
サイクル

E-wasteE-waste

利用不
可品

放棄

E-waste
E-waste

informal材料
リサイクル

EU Africa

Waste 
disposer

Waste 
disposer



高品
位化

プラスチッ
ク処理

その廃棄
物処理

破砕

溶解 抽出 溶解鋳造

廃液処理

一次溶解 製錬
陽極泥処
理

スラグ処
理

溶融鋳造

鉱石

銅 銀

金

金

セメント

スラッジ 排水埋立

燃料

処理液

利用率100%の廃棄物ゼロ
リサイクル

含有率100%にこだわった
リサイクル

廃プラ
処理

プラ

ガラス

鉛、錫、ヒ
素等

重金属
抽出

熱源

プラ

ガラス

鉛、錫、ヒ
素等

プラ

ガラス

鉛、錫、ヒ
素等

プラ

ガラス

鉛、錫、ヒ
素等

金

銀

銅

金

銀

銅

http://eco.nikkeibp.co.jp/article/special/20090113/100461/?SS=imgview&FD=2002046690/
http://eco.nikkeibp.co.jp/article/special/20090113/100461/?SS=imgview&FD=2002046690/


インフラ
需要

資源
立国

消費
増大

20世紀後半



世界の
工場

生産の
移転

国際資
本企業

拡大す
る需要

資源ナ
ショナリ
ズム

消費
増大

現在



世界の
工場

生産の
移転

国際資
本企業

拡大す
る需要

資源ナ
ショナリ
ズム

消費
増大

国内需要
高品位EoL

多国間
物質循環
管理



多国間物質循環管理
international responsible circulation

製造業、流通業、素材業、リサイクル業の連携で
他国間広域の資源効率、環境効率の高い物質循環を

ブランド・リユース
アジアに広がるリユース市場にブランドを持ち込む。
製造メーカーブランド、製造メーカーに認可された整備品ブランド

フォロー・リサイクル
「素材=日本」→「製造=アジア」の素材フローをフォローするリサイクル業の
アジア展開
および、ブランド・リユースの性能落ち品のフォロー

アーバン・ベネフィシエーション (都市選鉱技術)
地元のヒトも生かしつつ、高度分別技術との協奏で高エントロピー廃棄物
からの分別・仕分け技術の定着

ファインケミカル・リサイクル
世界の再生工場、とりわけてレアメタル、貴金属などの高度工業素材へのリサイク
ル

素材

製造

製造

流通

流通

リサイクル

素材

http://www.nims.go.jp/index.html
http://www.nims.go.jp/index.html


•日本のモノづくりに不可欠なレアメタル類の供給リ
スクの緩和

•ハイテク材料はハイテク原料に戻す

•高純度化学物質としてのリサイクル

•高度な物質精製管理技術が高付加価値を生む

ファインケミカル・リサイクル
世界の再生工場、とりわけてレアメタル、貴金属などの高度工業
素材へのリサイクル



必要なものを
リサイクルで確保する

使えそうなものを
リサイクルでお金に変える

困ったものを
リサイクルで無害にする

廃棄物利用
リサイクル

換金
リサイクル

ファインケミカル
リサイクル

ハイテクに
使える原料

どこにでも
売れる素材、
安い原料

無害性と
安定な用途

経済性

環境性

負担
分担

利益
フロー

高機能性
(高付加価値性)

安定
ストック

ケミカル

冶金

窯業

容
器
リ
サ
イ
ク
ル

家
電

自
動
車

小
型
家
電

電
子
機
器これから

工場屑 産業屑 家庭屑

生産に戻せ
るかがカギ

換金リサイクルからの
脱却を!



•都市鉱山の最大鉱脈=工場屑を確保

• アジアでの製造に伴う工場屑の海外発生

•製造者の廃棄物管理責任との結合

• リユース発生物のフォローも

フォロー・リサイクル
「素材=日本」→「製造=アジア」の素材フローをフォローするリサイ
クル業のアジア展開
および、ブランド・リユースの性能落ち品のフォロー



•分離技術の導入による付加価値の向上と廃棄物の
減量

• 「取れるものから使っていく」シリアル・オール・リユー
スから計画的分離へ

• 「使える混合物」から物質レベルでの利用へ

• ヒトの能力と技術の結合を図る

アーバン・ベネフィシエーション (都市選鉱技術)
地元のヒトも生かしつつ、高度分別技術との協奏で高エ
ントロピー廃棄物からの分別・仕分け技術の定着



解体し、分離し、濃縮するほど価値が上がる

Au,Pt等 Pd,Ag等 Sn,Ni,Co等 Ta等 W等 Nd等

銅

基板

LCD (In)

(ほとんどプラスチック)

解体して

分離して

濃集させる



• リユースをライフサイクルでの環境効率向上手段
として積極的に位置付けて展開

•安全と品質保証を織り込むブランドの付与

• インターネットを用いた情報とあらたな物流の管理

ブランド・リユース
アジアに広がるリユース市場にブランドを持ち込む。
製造メーカーブランド、製造メーカーに認可された整備品ブランド



世界の
工場

生産の
移転

国際資
本企業

拡大す
る需要

資源ナ
ショナリ
ズム

消費
増大

国内需要
高品位EoL

Global Urban-Mines 都市鉱山開発は世界へ

フォローリ
サイクル

海外工場
からの再生
原料確保

ブランドリ
ユースによ
る使用済
製品管理

地域の
静脈イン
フラ整備

ブァインケ
ミカルリサ
イクル アーバン・

ベネフイ
ケーション

再生原料の
標準化

都市鉱山
の鉱脈

都市鉱山
の鉱脈

都市鉱山
の鉱脈

玉石仕分け
技術

地元リサ
イクル業
育成

http://www.nims.go.jp/index.html
http://www.nims.go.jp/index.html


広域マルチ・バリュー循環を目指して
--ものづくりアジア発循環経済への挑戦—

• マルチ・バリュー循環

製品は、製品そのものの機能価値だけでなく、ブランド
価値、構成部品価値、部材価値、素材価値など多様な
価値を含んでおり、多くの場合製品機能の停止をもって
ライフサイクルが閉ざされそれらの価値は埋もれてしま
うケースが多いが、実は残存価値として引き出される価
値は残っている。現在それを引き出しているのは素材リ
サイクルであるが、より多様で多階層の残存価値引き
出し行為が展開され、それを最終的に支えるものとして
素材リサイクルと廃棄物処理が社会インフラの一部とし
て存在すべきである。このような多様で多階層の残存価
値を引き出す循環をマルチ・バリュー循環と定義する。



残存価値
(retained value)
を徹底的に引き出す

資源価値

素材価値

機構価値

機能価値

利用価値

行動価値(情報価値)

コミュニケーション価値

Substance-
recycle

Elements
Reuse/refurbish

Parts
Re-manufacturing

Product
Reuse

Co-use

repair
???

Service
share

IoE
ICT

個人消費/売切経済

共同空間経済



リマニュファクチャリング

リファービッシュ

ブランドRRRDR

モバイル
ファインケミカル
リサイクル

社会インフラ代謝

アーバン・ベネフィシエーション駆動部

電装部

バッテリー

構造部



8/18 シンポジウム
広域マルチ・バリュー循環を目指して

--ものづくりアジア発循環経済への挑戦—
• プログラム

• 1030-1040 ご挨拶(調整中) 経産省リサイクル課 環境省リサイクル推進室

• 1040-1110 リコーのコメットサークル

• 株式会社リコー経済社会研究所 顧問／主席研究員 則武祐二

• 1110-1140 サーキュラー・エコノミーに学ぶビジネス・マネージメント・モデル

• 日本生産性本部 コンサルティング部 エコ・マネジメント・センター 喜多川和典

• 1140-1210 ものづくりアジア発循環経済への挑戦としての広域マルチ・バリュー循環

• 物質・材料研究機構 アドバイザー 原田幸明

• 1310-1340 モバイル・ファインケミカル・リサイクルの可能性=レアアース（Nd,Dy）・モバイルリサイクルを事例として=

• シーエムシー技術開発株式会社 代表取締役河邊憲次

• 1340-1410 静脈産業としての自動車リサイクル業のグローバルネットワークー

• 会宝産業 国際リサイクル教育センター長 鶫謙一

• 1410-1440 東南アジアのマルチ・バリュー循環

• 日本貿易振興機構アジア経済研究所 上席主任調査研究員 小島道一

• 1500-1530 広域マルチバリュー循環に向けたリマニュファクチャリングの現状と課題

• 産業技術総合研究所 松本光崇

• 1530-1600 マルチ・バリュー循環のドライビングフォースを考える

• 東京大学大学院工学系研究科教授 梅田靖

• 1600-1630 ディスカッション コーディネータ 梅田靖

• 1715-1915 交流会 (Buffet Society)

2017年 8月18日(金) 10:30-16:30
日比谷図書文化館大ホール

http://susdi.org/wp/event/multivalueI

http://susdi.org/wp/event/multivalueI


持続可能性を持つ
「循環型」システムに
付加価値をつける

問題解決型ではない !

現行経済の枠内の発想では戦えない !
規制と財政誘導にモチベーションを求めては置いて行かれる

欧州のCircular Economyの本質は

その源泉:retained value



身近なものを使って
良いものをつくる

良質のものを集めて
優れたものをつくる

世界に良い素材を売る

適当な素材を安く使いこなす

含 Recycle , 
by-product

社会システム、
インフラシステム・デザイナ

との協働

安心できる社会システムニーズ
エネルギー、水、輸送、など

売るためのよいモノから
使うためのもの

良質のもの
が手に入り
難くなる



日本が世界に示すWaの技術

• 「Mottainai」: 
サステイナブルな資源利用と循環、
身近なものから優れたものを創る

• 「Omotenashi」:
需要者の要求に合わせられる、
「生産者論理の押し付け」の無い技術とサービス

• 「Kawaii」:
小エネルギー、小資源のマニュファクチャリング

87



世界的な規模での
Mottainai の経済化

広域マルチバリュー循環
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2017年 8月18日(金) 10:30-16:30
日比谷図書文化館大ホール

http://susdi.org/wp/event/multivalueⅠ


